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1. はじめに 
レコメンドシステムの研究は、ユーザのオンラインショ

ッピングのニーズ拡大に伴い、多くの企業や研究者の注目

を集めてきた。特に、ファッション分野においては、レコ

メンドシステムが幅広く活用されている。しかし、常に変

動する先駆的なトレンドアイテムに焦点を当てると、既存

のファッション検索プラットフォームではユーザのニーズ

を十分に満たすレコメンド結果が得にくい。本研究では、

この原因をデータセットの偏りおよびレコメンドシステム

そのものにあるとし、「先駆的トレンド」と「着こなしや

すさ」の観点からレコメンドシステムを構築する。 

2. 先駆的トレンドアイテムと着こなしやすさ 
2.1 本研究における先駆的トレンドアイテムの定義 

新たなトレンドは即座に受容されるものではない。初期

段階では少数の個人のみがこれを採用するが、時間の経過

とともにその人気が増大し、採用率が漸次上昇する[1]。 

図１ イノベーター理論 
図 1 は、社会学者エベレット・M・ロジャース（Everett 

M. Rogers）が 1962 年に提唱したイノベーター理論に関す
る図であり、新しいアイデアや技術、製品がどのようにし

て社会全体に広まっていくのかを、新しい概念の受容のし

やすさを基に消費者を 5 つのカテゴリに分類して示してい
る[2]。また、5 つのカテゴリの中で、マイナーなトレンド
からメジャーなトレンドへとトレンドの拡散に大きな影響

を与えるのがアーリーアダプターであるとされている

[3][4]。本研究では、トレンドの転換点であるアーリーア
ダプター内で取り入れられ始めているアイテムを「先駆的

トレンドアイテム」と称する。また、本研究でのレコメン

ドのターゲット層をアーリーアダプター及び、アーリーマ

ジョリティとする。 
 

2.2コレクション画像とカジュアル画像 
本研究では、「先駆的トレンドアイテムを着こなすこと」

に焦点を当てたレコメンドシステムの構築を目指す。それ

にあたり、学習用データセットとして、国際的なファッシ

ョンショーで公開されたスタイリング写真と、大衆向けブ

ランドの商品展開における宣材写真を使用することとした。 
前者は先駆的トレンドアイテムを取り入れているが着こな

しにくく、後者は着こなしやすい。以降、これらの写真を

それぞれ「コレクション画像」および「カジュアル画像」

と定義する。 
 

2.3先駆的トレンドアイテムと着こなしやすさ 

先駆的トレンドアイテムの着用例は、市場への浸透が始

まったばかりであり、依然として限られている。また、こ

れらのアイテムの発信源であるコレクション画像には個性

的で尖ったスタイリングが多く見られる。そのため、先駆

的トレンドアイテムをカジュアルに自身のスタイリングに

取り入れようとするアーリーアダプター/マジョリティにと
って、参考となる着こなしやすいスタイリングの画像例が

不足していることが考えられる。そのため、既存のプラッ

トフォームや SNSでは彼らが求める参考画像を容易に見つ

けることが難しく、その結果、参考画像の検索に多くの時

間を費やしている。具体的には、参考になるコーディネー

トを見つけるために、Instagram上で選択した画像の類似画

像として表示されている画像を辿りながら、自分の好みに

合ったコーディネートを見つけるというプロセスが難しい

と考えられる。 

2.4類似研究 

関連研究として（BCDA）を用いたファッションレコメ
ンデーションが挙げられる[5]。この研究では、特徴量をエ

ンコーダによって 2次元の Fashion Semantic Space上のベク
トルに変換する。Fashion Semantic Spaceは小林美学理論に

基づき美的カテゴリー領域に分かれる。本空間上の座標値

からコーディネートの特徴やトレンドを考察している。座

標値の計算には、トップスとボトムスを共起の 2 要素とし

て共有表現として学習する BDA[6]の概念に衣服のカテゴ

リ情報を相関ラベルとして追加した BCDAという新たなモ

デルを作成することで、ファッションスタイルに対する理

解の深いモデルを作成している。この研究では先駆的トレ

ンドを理解することは可能であるが着こなしやすさに基づ

くレコメンドは困難であると考える。 
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3. 提案手法 

図２ 手法概要図 
本研究ではアリーアダプター/マジョリティに先駆的トレ
ンドアイテムを取り入れた着こなしの画像を推薦する手法

を提案する。図２に本研究の手法概要図を示す。 

3.1 データセットの収集 
本手法では、コレクション画像およびカジュアル画像の

2 種類のデータを収集する。カジュアル画像については、

学習用データセットとレコメンド用データセットを異なる

ものに設定する。具体的には、コレクション画像として過

去 2 年以内の国際的なファッションショーにおけるスタイ
リングを収集する。また、学習用のカジュアル画像として、

過去 3 年以内に発表された大衆向けファッションブランド

の宣材写真を収集する。レコメンド用カジュアル画像とし

ては、SNS のファッションインフルエンサーを中心に収集

した画像を学習済みの判別器（後述）に入力し、カジュア

ル画像と判別されたものを使用する。このようにカジュア

ル画像を学習用とレコメンド用に分ける理由は、大衆向け

に近いスタイリングでありながら、よりファッショナブル

なものを推薦することを目的としている。また、学習用デ

ータには教師あり学習を行うため画像がコレクション画像

であるのか、カジュアル画像であるのかをラベリングする。 

3.2 画像の特徴を抽出 
本研究では CNN オートエンコーダー(以下 CAE)を用い
て画像の特徴抽出を行う。CAEへの入力画像の大きさは統

一されている必要があるため事前に用意した学習用の画像

はサイズを統一する。CAEの入出力を特定サイズのカラー

画像として学習データを用いて事前学習する。本手法では

先駆的トレンドアイテムと同種のアイテムを用いた画像を

レコメンド対象とする。CAEのエンコーダ部分は入力画像

P に特徴空間上のベクトル V を割り当てる。さらに事前学

習した CAE のエンコーダ部分を用い、CAE が個々のアイ

テムを判別し類似アイテムのコーディネート画像を出力で

きるようパラメータを学習する。 

3.3 判別器の作成 
CAEのエンコーダが作成する特徴表現空間を使用し、コ

レクション画像とカジュアル画像を判別できるよう CAE
と分類器を共同学習する。モデルの学習には同じ学習デー

タを用いる。この分類器は、レコメンド用に用意されたカ

ジュアル画像をコレクション画像とカジュアル画像に分類

するため、またデータセットに新規画像を追加する際に利

用する。 

3.4 スタイルスコアの算出 
  判別器で得られた判別結果を用いて、入力画像の着こな

しやすさを表すスタイルスコアを算出する。なお、このス

タイルスコアは 0~1の数値の幅で表されるものとし 0に近

いほどカジュアル度が高く 1 に近いほどコレクション画像

のような奇抜な着こなしになるものとする。 

3.5 クラスタリング 
算出されたスタイルスコアを特徴表現ベクトルの一部と

して追加する。次に、このデータセットに対してクラスタ

リングを行う。また、各クラスタのスタイルスコアの平均

値を求め、その平均値をクラスタの代表値とする。 

3.6 レコメンドの流れ 
入力として先駆的トレンドアイテムの画像とスタイリン

グスコアを受け取り、次のような流れで推薦する。入力ス

タイリングスコアはユーザがどの程度着こなしやすいスタ

イルを好むかを表す。まず、入力画像をエンコーダに入力

し、特徴空間上のベクトルを求める。次に、レコメンド用

データセットから、先駆的トレンドアイテム画像と類似す

る特徴を持つデータを抽出する。取り出したデータの中か

ら、入力されたスタイリングスコアに近い値を代表値とし

て持つクラスタを特定する。最後に、特定したクラスタの

中で入力されたスタイリングスコアに近い値を持つものを

上位 5つ選び、レコメンド画像として出力する。 

4.おわりに 
本研究ではアーリーアダプター/マジョリティ向けに先駆
的トレンドアイテムを用いた着こなし画像を推薦する手法

を提案した。本研究のポイントは、コーディネート画像を

コレクション画像とカジュアル画像の 2 種類に分類し、着

こなしやすさをスコアとして表現することにある。そのた

め、実験を通じて 2 種類の画像を判別するために重要な特

徴を抽出し、精度の高い分類器の構築を目指す。また、着

こなしやすさが正確に反映されたスコアを得るために、重

要な特徴の選別やラベル情報による重みの調整を行う。 
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